
「野球が教えてくれたこと」

「定刻に響く、あいさつの花」

御前崎中学校３年３組
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僕は、野球部に所属してい
ました。レギュラーになって
活躍できるように、日々の練
習を一生懸命取り組んできま
した。しかし、試合に出ても
失敗ばかりで、ベンチから選
手を見ることが多かったで
す。選手としてプレーできな
いことは、とても悔しくて、
野球が嫌になったこともあり
ました。でも、試合に出るこ
とだけが大事なのだろうか、
ベンチからでも自分にできる
ことはないのだろうか、そん
なことをいつからか考えるよ

うになりました。
それからは、グラウンドか

ら戻ってくる選手を明るく迎
えたり、すぐに水分補給がで
きるようにしたりして選手を
サポートしました。すると、
選手とともに、戦っている喜
びや負けた悔しさを味わうこ
とができました。

野球を通して、どんなとき
でも自分のできること、やる
べきことを見つけ、行動に移
すことを学びました。この経
験をこれからの生活に生かし
ていきたいと思います。

　浜岡東小学校が目指す重点目
標「東っ子の花」は、成果だけでな
く、よりよくなろうとしている姿
も表しています。東小には多くの
花がありますが、今回は「響くあ
いさつの花」を紹介します。
　「先生方、おはようございま
す」朝、職員室のドアを開け、
多くの子があいさつをしていき
ます。８時に「おはようございま
す」の声、毎時の授業開始のあ
いさつはチャイムとともに「お
ねがいします」の声が全学級同

時に響きます。こうした「気持
ちのこもった声」で、個・学級・
学年・学校が全力で授業に取り
組み始めます。
　また、東小の掃除は、黙って
取り組む「もくもく掃除」です。

「もくもく掃除、お願いします」
この瞬間から校内は静まり返り
ます。「もくもく掃除、ありがと
うございました」さあ、午後の
授業に向けてスタートです。
　東小に響くこの「花」をぜひ見
に来てください。
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